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大
阪
大
学
防
災
教
育
授
業
を
開
催

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
に
取
り
組
む
児
童
＝
津
乃
峰
小
学
校

　

巨
大
地
震
や
津
波
の
被
害
を
予

想
し
、
住
民
自
ら
が
ど
の
よ
う
な

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
住
民

等
に
対
す
る
法
的
な
支
援
体
制
の

構
築
を
図
る
た
め
、
阿
南
市
は
徳
島

弁
護
士
会
と
の
間
で
、「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
相
談
業
務
の
支

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
（
２
月
12
日
）。
支
援
の
内

　

阿
南
市
と
大
阪
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
教
育
授
業
が

伊
島
、
津
乃
峰
、
橘
、
見
能
林
小
学
校
で
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
生
活
防
災
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
授
業

は
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
石
原
凌
河
さ
ん
（
28

歳
）
の
進
行
で
、「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
防
災
ゲ
ー

ム
を
体
験
。
災
害
時
の
判
断
が
難
し
い
局
面
を
想
定
し
、「
Ｙ

Ｅ
Ｓ
」
か
「
Ｎ
Ｏ
」
か
を
選
択
す
る
ゲ
ー
ム
で
、「
地
震
が

起
こ
っ
た
時
、
お
父
さ
ん
が
近
所
の
住
民
を
助
け
に
い
く
こ

と
を
賛
成
す
る
か
」、「
被
災
し
た
時
、
避
難
所
に
家
族
同
然

の
飼
い
犬
を
連
れ
て
行
く
か
」
と
い
っ
た
問
い
に
、
児
童
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
、
災
害
時
の
答
え
の
な
い
問
題
に
直
面
し
た

時
の
判
断
力
は
、
普
段
の
生
活
で
養
わ
れ
る
と
説
き
ま
す
。

「
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
て
、
ど

う
し
た
ら
う
ま
く
い
く
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
か

け
ま
し
た
。

難
し
い
局
面
を
考
え
、災
害
に
備
え
る

行
動
を
す
れ
ば
被
害
が
少
な
く
な
る

か
を
図
上
訓
練
す
る
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
ｉ
ｎ
阿
南

市
」（
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
主
催
）
が
、
１
月
24
日
に
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
で
常
葉

大
学
社
会
環
境
学
部
准
教
授
の
小
村

隆
史
さ
ん
指
導
の
も
と
、
35
人
の
参

加
者
は
実
際
の
地
図
を
見
な
が
ら
、

予
想
さ
れ
る
被
害
や
津
波
か
ら
の
避

難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
に
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

容
は
、
大
規
模
災
害
時
の
無
料
の
相

談
業
務
の
実
施
や
、
平
時
に
お
け
る

職
員
・

住
民
等

を
対
象

に
し
た

研
修
な

ど
連
携

の
充
実

で
す
。　
　
　

協定を締結した岩浅市長と徳島
弁護士会の上地会長＝市役所

　

迫
り
く
る
濁
流
に
、
逃
げ
惑
う
人
々
。
ま
ち
を
飲
み
込
む
よ
う
に
突
き
進
む
津
波
。
５
年
前
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
の
場
景
は
、
あ
ま
り
に
も
凄
惨
で
直
視
で
き
な

か
っ
た
・
・
・
。
だ
が
、
こ
れ
は
遠
い
異
国
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
は
な
い
。
今
世
紀
前
半
に

も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
近
年
頻
発
す
る
大
水
害
。
今
、
私
た
ち
は

何
を
考
え
、
何
を
準
備
す
べ
き
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
災
害
を
生
き

抜
く
た
め
の
挑
戦
」
を
追
っ
た
。

地域の防災リーダーを養成

地図を見ながら対応策を考える＝市役所

徳
島
弁
護
士
会
と
「
災
害

時
の
支
援
協
定
」
を
締
結

特集

災
害
を

　
生
き
抜
く
た
め
の挑

戦

防
災
新
聞
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防災拠点が完成
津乃峰総合センター

防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

多
数
の
傷
病
者
が
出
て
い
る
こ
と
を

想
定
し
た
「
平
成
27
年
度
南
部
Ⅰ
圏

域
災
害
医
療
訓
練
」
が
、
２
月
７
日

に
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
で
実
施
さ

れ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
市
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
あ
と
、
医
療
救
護
所
を
開

設
し
傷
病
者
を
受
け
入
れ
。
救
護
所

や
中
央
病
院
で
は
傷
病
者
に
対
し
て
、

医
師
や
看
護
師
等
で
構
成
さ
れ
る
医

師
班
が
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
傷
病
者

の
重
症
度
を
判
別
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

タ
グ
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ド
を
症
状
別

に
色
分
け
し
て
治
療
の
優
先
度
を
決

め
る
こ
と
で
す
。
本
訓
練
は
、
徳
島

県
が
主
催
し
、
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
や
阿
南
市
医
師
会
、
阿
南
市
、
市

消
防
本
部
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

徳
島
県
危
機
管
理
部
副
部
長
の
石
本

寛
子
さ
ん
は
、「
発
災
時
の
各
機
関

の
連
携
体
制
の
確
認
と
情
報
伝
達
な

ど
、
本
部
運
営
の
強
化
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本部運営訓練のようす＝中央病院

トリアージを行う医師や看護師＝中央病院

災
害
医
療
訓
練
を
実
施

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど
、
大
規
模
災
害
時
を
想
定

　

橘
町
は
沿
岸
部
に
位
置
し
、
津
波

や
高
潮
に
対
す
る
危
機
感
が
強
い
。

町
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
平
成
15
年
に
自
主
防
災
会

が
立
ち
上
が
っ
た
。
現
在
は
、
橘
町

全
域
約
２
７
０
０
人
が
加
入
し
て
い

て
、
実
効
的
な
自
主
防
災
活
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。

　

毎
年
、
津
波
避
難
な
ど
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が

っ
た
防
災
上
の
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
。
そ

の
中
で
も
避
難
所
運
営
の
ほ
か
独

居
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
災

害
弱
者
の
救
助
方
法
に
つ
い
て
会

員
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
る
。

　

会
長
の
計
盛
幸
雄
さ
ん
（
70

歳
）
は
、「
後
世
の
た
め
に
、
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
お

き
た
い
ん
で
す
。
特
に
山
間
地
域

を
は
じ
め
と
す
る
他
地
域
の
自
主

防
災
会
や
婦
人
会
、
公
民
館
と
の

協
力
体
制
を
作
り
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
。
計
盛
さ
ん
自
身
得
意
の

　

地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
津
乃

峰
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
津
乃
峰
町

長
浜
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
施
設

は
見
能
林
公
民
館
津
乃
峰
分
館
や

阿
南
市
消
防
団
見
能
林
分
団
第
２

班
詰
所
、
学
童
保
育
施
設
な
ど
を

併
せ
持
つ
複
合
施
設
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
で
す
。

　

災
害
時
に
は
１
次
、
２
次
避
難

た
た
ら
音
頭
や
阿
波
踊
り
を
生
か

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
も
余

念
が
な
い
。「
呼
ば
れ
た
ら
、
ど

こ
へ
で
も
行
き
ま
す
よ
。
町
を
守

る
た
め
に
」
と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ

た
。

所
と
な
り
、
直
接
４
階
屋
上
へ
の
避

難
を
可
能
と
し
た
津
波
避
難
ビ
ル
と

し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
て
、
４
階

屋
上
に
備
蓄
倉
庫
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
時
に
は
地
域
住
民
の
生

涯
学
習
の
場
や
防
災
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
、
３
月
１
日

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

津波避難訓練のようす＝橘地区防災公園

橘
町
地
域
自
主
防
災
会

共
に
生
き
る
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体
験
者
か
ら
当
時
の
よ
う
す
を
聞
く
学
生
＝
福
井
町

　

津
波
減
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を

図
ろ
う
と
、
昨
年
12
月
12
日
に
鳴
門
教

育
大
学
の
学
生
ら
約
80
人
が
、
福
井
町

で
昭
和
南
海
地
震
の
津
波
体
験
談
を
聞

く
な
ど
防
災
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
で
助
か
る
命

桑
野
町
で
訓
練

　

緊
急
時
に
命
を
助
け
る
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
法
な
ど
を

習
得
す
る
防
災
訓
練
（
桑
野
町
自

主
防
災
会
連
合
会
主
催
）
が
、
２

月
13
日
に
桑
野
公
民
館
で
開
催
さ

れ
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
市
消
防
職
員
か

ら
操
作
方
法
を
学
び
、
実
際
に
機

器
を
使
っ
て
習
得
し
ま
し
た
。
訓

練
に
参
加
し
た
棚
野
幸
男
さ
ん

（
76
歳
）
は
、「
心
肺
蘇
生
法
を
習

得
で
き
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時

に
は
使

い
た
い

で
す
」

と
話
し

て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
去
の
災
害
に
学
ぶ

　

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
が
、
２
月
３
日
、
10
日
に
行

わ
れ
、
防
災
と
い
う
観
点
か
ら
人

権
を
学
ぼ
う
と
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
の
市
防
災
対
策
課　

　
「
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同

参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
」
第
２

分
科
会　

防
災
部
会
（
平
成
25
年

開
催
）
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
問
題
提
起
し

た
小
川
さ
ん
。
講
演
は
、
参
加
者

の
心
を
う
ち
、
活
発
な
意
見
討
議

も
な
さ
れ
た
。

　

防
災
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け

は
東
日
本
大
震
災
。
３
・
11
は
、

ち
ょ
う
ど
亡
き
夫
の
10
年
目
の
命

日
に
あ
た
る
。「
夫
が
私
に
何
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
の
で

防
災
啓
発
指
導
員
の
平
岡
裕
文
さ

ん
が
、
過
去
の
水
害
や
火
災
な
ど

災
害
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
。
平
岡
さ
ん
は
、「
災
害
経
験

は
貴
重
な
教
訓
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
学
び
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

里
村
典
子
さ
ん（
津
乃
峰
町
）は
、

「
地
域
で
の
支
援
活
動
に
役
立
て

て
い
き

た
い
で

す
」
と

話
し
て

い
ま
し

た
。

は
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
そ
れ

を
機
に
命
を
守
る
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
訓
練
参

加
へ
の
積
極
的
な
声
掛
け
や
、

女
性
な
ら
で
は
の
細
か
い
活
動

を
行
っ
て
い
る
。「
災
害
時
に

は
日
ご
ろ
か
ら
の
交
流
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
の
を

い
う
ん
で
す
。
共
同
で
の
活
動

は
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

昭
和
21
年
に
発
生
し
た
昭
和
南

海
地
震
の
津
波
被
災
地
を
訪
れ
た

学
生
に
、
体
験
者
４
人
が
当
時
の

よ
う
す
を
語
り
ま
し
た
。
島　

太

一
さ
ん
（
81
歳
）
は
、「
津
波
の

力
は
強
く
、
足
元
の
水
位
で
も
体

を
も
っ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
何
を
お
い
て
も
高
い
所
へ
逃

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
熱
心
に
体

験
者
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

大
田
貴
之
さ
ん
（
同
大
学
２
年
）

は
、「
災
害
時
に
は
日
頃
の
準
備

が
大
切
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
教
訓
と

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に

よ
る
伝
達
訓
練
の
ほ
か
、
県
と
く

し
ま
ゼ
ロ
作
戦
課
が
推
進
す
る

「
ほ
し
い
も
の
リ
ス
ト
」
や
「
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
実
証
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
習
は
、
同
大
学

や
県
南
部
総
合
県
民
局
津
波
減
災

部
、
福
井
町
自
主
防
災
連
絡
会
が

開
催
し
ま
し
た
。

心肺蘇生法を学ぶ参加者
＝桑野公民館

研究講座のようす
＝市役所

昭
和
南
海
地
震
体
験
者
に
学
ぶ

鳴
門
教
育
大
の
学
生
が
防
災
学
習

人
小
川
美
紀
さ
ん

（
60
歳
・
那
賀
川
町
）

防
災
に
女
性
の
視
点
を
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防災新聞〜災害を生き抜くための挑戦〜

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

が
、
昨
年
12
月
13
日
、
２
月
14
日
に
ひ

ま
わ
り
会
館
で
行
わ
れ
、
高
校
生
か
ら

70
歳
の
方
ま
で
27
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
講
座
は
、
災
害
に
備
え
て
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
登
録
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
開
催
。
参
加
者
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
訓
練
や
応

急
対
応
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

廣
瀬
悠
気
さ
ん
（
新
野
高
校
２
年
）

市
社
協
が
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催

　

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
地
域
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
等
の

被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

18
年
に
防
災
委
員
会
を
設
立

し
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
「
防
災
啓
発
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
」
と
市
内
小
・
中
学

校
で
の
防
災
啓
発
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

の
ほ
か
、
標
高
標
示
板
の
設

置
や
橘
地
区
防
災
公
園
へ
の

い
す
寄
贈
な
ど
活
動
は
多
岐

に
わ
た
る
。
会
員
の
皆
さ
ん

は
、「
こ
れ
か
ら
も
予
防
、

事
前
対
策
に
重
点
を
置
い
た

取
組
を
行
い
、
少
し
で
も
被

災
者
と
被
害
の
減
少
に
貢
献

し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん

で
い
る
。

は
、「
人
を
助
け
る
た
め
の
技
術

を
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
参
加
し

ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
災
害
時

に
実
践
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
や
防
災
活
動
に
つ
い
て
、

特
に
優
れ
た
学
校
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
平
成
27
年
度
「
徳
島
県
ま
な
ぼ
う

さ
い
活
動
賞
」
を
津
乃
峰
小
学
校
が

受
賞
し
、
１
月
６
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
を
利
用
し
た
避

難
所
体
験
や
実
効
性
の
あ
る
防
災
訓

練
を
工
夫
し
て
実
施
。「
防
災
歴
史

学
習
」、「
保
育
園
へ
の
出
前
授
業
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
防
災
教
育
や
啓

発
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 養成講座のようす＝ひまわり会館

津乃峰小学校が県表彰を受賞
表
彰
式
の
よ
う
す
＝
徳
島
市
の

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

被
災
地
で
大
き
な
力
を
発
揮

津乃峰小学校２年　谷本莉乃さん

阿南第二中学校２年
外磯初希さん

長生小学校６年
渡部沙織さん

日　　時　３月２日㈬～30日㈬
　　　　　8:30〜17:00（30日は15:00まで）
場　　所　ひまわり会館
作品展示　防災啓発標語（23点）
　　　　　防災啓発ポスター（136点）
問 阿南南ロータリークラブ事務局
　 （☎ 27－2027　ホテル龍宮内）へ

第６回防災啓発標語・ポスター
コンクールの展示

守ろうよ　物より先に　我が命
新野中学校 1 年　柏木裕大さん

その命　守るためにも　日頃の備え
津乃峰小学校 6 年　赤澤千幸さん

知っている　今いる所の　ひなん場所
椿小学校 3 年　長坂秀直さん

● 防災標語最優秀作品 ●

● 防災ポスター最優秀作品 ●

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

合
併
10
周
年 

～

　

日
本
の
市
町
村
合
併
の
歴
史
は
、「
明
治
の
大
合

併
」
で
７
万
１
３
１
４
の
市
町
村
数
が
１
万
５
８
５

９
に
、「
昭
和
の
大
合
併
」
で
９
８
６
８
か
ら
３
４

７
２
に
減
少
。
そ
し
て
「
平
成
の
大
合
併
」
で
３
２

３
２
の
市
町
村
数
が
１
８
２
１
へ
減
少
し
、
現
在
で

は
１
７
１
８
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
新
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
、
今
月
20
日
に
は
10
年
の
記
念
日

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和
28
（
１
９
５

３
）
年
に
公
布
さ
れ
た
「
町
村
合
併
促
進
法
」
に
よ

り
、
昭
和
33
年
５
月
１
日
に
富
岡
町
と
橘
町
が
合
併

し
旧
阿
南
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

旧
阿
南
市
誕
生
ま
で
に
は
、
新
野
地
区
の
分
町
運

動
や
加
茂
谷
村
の
富
岡
町
へ
の
合
併
の
紛
糾
等
々
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
の
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
新
産
業
都
市
と
し
て
発
展
へ
の

期
待
が
か
か
る
県
内
４
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
那
賀
川
町
は
昭
和
31
年
、
平
島
村
と
今
津

村
が
合
併
し
成
立
。
役
場
は
合
併
当
時
か
ら
旧
両
村

役
場
を
２
年
交
替
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

羽
ノ
浦
町
は
大
正
７
年
、
村
制
時
の
５
大
字
を
継
承

し
、
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
当
時
、
徳
島
県
町

村
合
併
計
画
答
申
試
案
で
は
、
羽
ノ
浦
町
、
今
津

村
、
平
島
村
を
合
併
す
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
庁
舎
の
建
設
位
置
で
意
見
の
一
致
を
見
ず
、

取
り
あ
え
ず
昭
和
31
年
末
を
も
っ
て
、
羽
ノ
浦
町

を
除
く
、
平
島
村
、
今
津
村
の
２
カ
村
で
那
賀
川

町
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
１
市
２
町

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
抱
え
て

歩
み
出
し
た
の
で
し
た
。

　

私
は
、
新
阿
南
市
の
誕
生
す
な
わ
ち
１
市
２
町

の
合
併
は
当
然
の
歴
史
の
帰
結
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
善
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
母
な
る
河
、

那
賀
川
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

古
庄
は
中
野
島
と
陸
続
き
で
し
た
が
、
室
町
末

期
に
那
賀
川
の
流
路
の
乱
流
に
よ
り
分
離
し
ま
し

た
。
明
見
も
元
は
大
野
村
下
大
野
明
見
で
あ
り
、

古
毛
の
東
に
位
置
し
、
明
見
島
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
那
賀
川
本
流
が
中
島
に
向
か
っ
て
東
流

す
る
に
及
び
、
古
毛
、
岩
脇
と
共
に
北
岸
と
陸
続

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
は
人
間
の
暮
ら
し
の
中
を
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
水
系
が
行
政
を
動
か
し
、
地
域
の
歴

史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
今
、
阿
南
市
は
那
賀
町
、

美
波
町
と
定
住
自
立
圏
を
組
織
し
、
合
併
す
る
の

で
は
な
く
同
じ
居
住
圏
の
確
立
に
手
を
取
り
あ
っ

て
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
今
春
か
ら
は
、
牟
岐
、

海
陽
両
町
も
仲
間
に
入
る
こ
と
が
決
定
し
ま
す
。

名
実
共
に
徳
島
県
南
圏
域
が
一
枚
岩
と
な
り
、
地

域
の
創
成
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま

す
。

お
く
り
も
の

富
岡
小
学
校
へ

●
太
陽
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
２
基

桑
野
川
堤
防
耐
震
対
策
工
事
連

絡
協
議
会　

会
長　

川
原　

誠

様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南
火
力

支
部
青
年
部
様
か
ら
バ
ザ
ー
の

収
益
金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動

資
金
と
し
て　

●
金
４
万
６
４
８
４
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
１
６
春

の
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て　

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
録
保
健
師・看
護
師・

栄
養
士
の
募
集

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４
月

か
ら
の
保
健
事
業
に
従
事
す
る
登

録
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
免
許
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

※
面
接
の
う
え
登
録
し
、
事
業
実

施
に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
お
よ
び
勤
務
条
件
は
、
職
種

や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

１
５
９
０
）へ

さ
さ
ゆ
り
通
信
（
81
号
）

阿
南
市
女
性
協
議
会

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
男
女
と
も
仕
事
と
子
育
て
・

介
護
が
で
き
る
社
会
を
」
テ
ー
マ

に
、
内
閣
府
少
子
化
社
会
対
策
大

綱
の
具
体
化
に
向
け
た
結
婚
・
子

育
て
支
援
の
重
点
的
取
組
に
関
す

る
検
討
会
座
長
代
理
の
渥あ

つ

美み

由な
お

喜き

さ
ん
を
迎
え
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所　

富
岡
公
民
館
２
階　

大

ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ
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奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

申
請
方
法　
申
請
書
（
総
務
課
備

え
付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校
専
攻

科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
10
人
以
内（
増
員
の
予
定
）

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
か
ら
学

校
図
書
の
整
理
・
貸
出
・
読
書
の

啓
発
等
に
従
事
す
る
「
学
校
図
書

館
サ
ポ
ー
タ
ー
」

応
募
資
格　
司
書
の
資
格
（
司
書

補
含
む
）
ま
た
は
教
員
免
許
を
お

持
ち
の
方

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
３
月
21
日
（
振
休
） 

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
に
司
書
（
司
書

補
）
の
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
状

の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
証
明
書
も
可
）
を
添
え

て
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

賃
金
等　
週
５
日
で
１
日
４
時
間

勤
務
：
日
額
３
６
５
０
円
（
平
成

27
年
度
現
行
）
勤
務
先
は
市
立
の

小
・
中
学
校
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　
３
月
７
日
㈪
～
11
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分　

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

平
成
28
年
度

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者

福
祉
特
定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し

ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳

以
上
の
方
で
、平
成
27
年
度
の
市
民

税
所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方

利
用
で
き
る
交
通
機
関　
徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス

を
含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全

路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
22
日
㈫

申
請
方
法　
申
請
書
（
介
護
・
な

が
い
き
課
ま
た
は
各
支
所
・
住
民

セ
ン
タ
ー
等
に
備
え
付
け
）
を
各

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代

理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
に
は
平
成
27
年
度
分
の

残
券
等
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理

後
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

で
受
け
付
け
し
た
分
は
、
後
日
郵

送
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

受け取り方法
【１】市役所から個人番号カード交付通知書（はがき）が届く。
【２】電話で来庁日時を予約する。
　　　8:30～17:00　※第３を除く土・日、祝日も可能
【３】予約日時に市民生活課へ必要なものを持って受け取りに来る。
　　　必要なもの

次のものを必ずお持ちください。（不足している場合はカードの交
付ができない場合があります。）
・交付通知書（はがき）
・通知カード
・本人確認書類
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※本人確認書類
①　次のうち１点

住民基本台帳カード（写真付に限る）、運転免許証、運転経歴証
明書（交付年月日が平成 24 年４月１日以降のものに限る）、旅券、
身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、
特別永住者証明書、一時庇護許可書、仮滞在許可書

②　①をお持ちでない方は、「氏名、生年月日」または「氏名、住所」
が記載された市長が適当と認めるもの２点
（例）健康保険証、年金手帳、社員証、学生証、学校名が記載さ

れた各種書類、預金通帳、医療受給者証
ご注意ください　15 歳未満の方や、ご本人が病気や身体の障害そ

の他やむを得ない理由でお越しになることができない場合
は、必要なものが違いますので、事前にお問い合わせくだ
さい。

【４】暗証番号を設定して、カードを受け取る。

問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

マイナンバーカード（個人番号カード）の
交付申請をされている方へ
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建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付

　

平
成
28
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

県
外
業
者
で
平
成
27
年
中
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
３
月
1
日
㈫
～
31
日

㈭
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
業
種
に
つ

い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事
が
実

施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
る

べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
電
子
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
す
る
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必

要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的

年
金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
は
、
公
的
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
訪

れ
る
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事

態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
年

金
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

退
職
し
た
と
き
、
住
所
や
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
、
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

敦賀気比高校（福井県敦賀市）が３月20日㈰に開幕する第88回選抜高校野球大会に出場することになり、大会直前の
強化合宿を昨年に続いて阿南市で行うことになりました。高校野球が始まって100年となった昨年、北陸勢で初めて同
大会で優勝したのが敦賀気比高校でした。
合宿は、平成23年３月に佐渡高校（新潟県佐渡市）が訪れたことからはじまり、今回
で５回目、延べ６校が訪れたことになります。選手の到着に合わせ、地元住民や阿波踊
り連がお出迎え。練習中は、地元婦人部や振興協議会が昼食時の湯茶の接待や野球道具
の運搬をボランティアで支援していただいています。また、今回から雨天時や寒冷時に
は、昨年７月に完成したあななんアリ―ナ（屋内多目的施設）を利用し、効果的な合宿
が行えます。
合宿の日程は次のとおりです。皆さまのご来場をお待ちしています。

敦賀気比高校　春季合宿日程
（場所：ＪＡアグリあなんスタジアム、あななんアリーナ）
３月10日㈭　午前・午後とも練習
　　11日㈮　午前練習、午後練習試合（六甲アイランド高校）　　
　　12日㈯　練習試合（午前：徳島商業高校、午後：尽誠学園高校）
　　13日㈰　練習試合（午前：小松島高校、午後：川島高校）
　　14日㈪　午前練習、午後福井県に帰る
時間　8:30～17:00※14日㈪は12:00まで

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

敦賀気比高校　阿南市で合宿

昨年の合宿のようす

阿南市合併10周年記念式典・記念講演会

阿南市は、平成18年３月20日に那賀川町、羽ノ浦町と合併し、新た
な歴史を刻み始めてから本年３月20日で10周年を迎えます。それぞ
れの地域が持つ魅力や人材を融合し、県南の中核として着実に発展を
遂げてまいりました。この節目を機にさらに絆を深め、これまでの歴
史を重んじながら新たな時代へ、そしてさらなる発展へと力強く歩み
を進めて参りたいと考えています。

記念式典　9:30 ～
記念講演会　10:40 開演（予定）

問い合わせは　企画政策課（☎22－3429）へ

※記念講演会はどなたでも無料でご聴講いただけます。
※お車でご来場の際は、乗り合わせにご協力ください。

「みんなちがって、みんないい」
作家　乙武 洋匡　氏

3月20日日　夢ホール（文化会館）
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軽自動車税のお知らせ 問い合わせは　税務課諸税係（☎22−1114）へ

★軽自動車・原動機付自転車等の変更手続きはお済みですか。
・引越しして住所が変わった場合、住民票の手続きだけでなく自動車の変更手続きも必要です。
・他の人に譲った場合、名義が変わった場合も手続きが必要です。

★軽自動車税は４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。４月２日以降に廃車されても税金はお返しできません。

車　種　区　分 届　出　先 届出に必要なもの

原動機付自転車
（総排気量125cc以下）

小型特殊自動車

阿南市または
新住所地の市区町村役場

登録

・車台番号の確認できる資料
（廃車証明書、車台番号の石ずり等）
・販売証明書または譲渡証明書
・所有者（使用者）の印鑑

廃車 ・ナンバープレート
・所有者（使用者）の印鑑

三輪・四輪の軽自動車
二輪車

(総排気量125cc超250cc以下)

新住所地の軽自動車協会
※県内は徳島県軽自動車協会

（☎088−641−2010）
左記の軽自動車協会へお問い合わせください。

二輪車（総排気量250cc超）
新住所地の運輸事務所
※県内は徳島運輸支局

（☎050−5540−2074）
左記の運輸事務所へお問い合わせください。　

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等
の
減
免
に
つ
い
て

身体障がい者等が所有する軽自動車について、一定要件を満たしている場合は、１人につき１台に限り減免できます。
※毎年度申請が必要です。（原則として４月１日から納期限までに提出必要）
※障がいの区分・等級、軽自動車税の納税義務者、運転者等によっては受け付けできない場合があります。

平成28年度分から、納税義務者の個人番号または法人番号の記載が必要となります。申請時に必要なものは次のとおりです。
（ただし、法人番号の場合は、この限りではありません。）
【申請に必要なもの】

１）納税義務者が申請する場合
次のアまたはイのうちいずれかの書類

（ア「個人番号カード」、イ「通知カード＋身分証明書（運転免許証、障害者手帳等）」）
２）代理人が申請する場合

①代理権を確認できる書類（委任状等）、②代理人の身分証明書、③次のアまたはイのうちいずれかの書類
（ア「納税義務者の個人番号カード」､ イ「納税義務者の通知カード＋身分証明書｣ )

３）１および２共通して必要なもの
①障害者手帳、②運転者の運転免許証、③自動車検査証、④印鑑、⑤通院・通学・通所・生業証明書（週１回以上の

通院等の回数が記載されたもの）等

地方税法の一部改正により、平成28年度から軽自動車税が以下のように変わります。

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等
の
税
額
に
つ
い
て

車　種　区　分 平成27年度 平成28年度から

原動機付
自 転 車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円
小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円
小型特殊
自 動 車

農耕作業用のもの 1,600円 2,400円
その他のもの 4,700円 5,900円

車 種 区 分

税額① 税額② 税額③ 税額④ 税額⑤ 税額⑥
平成27年３月
31日までに登
録した車両

最初の新規検査か
ら13年を 経 過 し
た車両（※１）

平成27年４月１日以降に新車登録した車両
電 気 軽 自 動 車・
天然ガス軽自動車 ※２ ※３ 税額③～⑤に該

当しない車両
三　　輪 3,100円 4,600円 1,000円 2,000円 3,000円 3,900円

四輪貨物
営業用 3,000円 4,500円 1,000円 1,900円 2,900円 3,800円
自家用 4,000円 6,000円 1,300円 2,500円 3,800円 5,000円

四輪乗用
営業用 5,500円 8,200円 1,800円 3,500円 5,200円 6,900円
自家用 7,200円 12,900円 2,700円 5,400円 8,100円 10,800円

※１　最初の新規検査の年月は、自動車検査証中央上部に記載されている「初度検査年月」を指し、新車を最初に登録した年月です。平成28年度は、
初度検査年月が平成14年以前の車両が対象となります。

　　　（電気軽自動車、天然ガス軽自動車、ガソリンハイブリッド軽自動車および被けん引車等、一部対象外となる車両あり。）
※２　税率④に該当する車両は次のとおりです。
　　　貨物…平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
　　　乗用…平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
※３　税率⑤に該当する車両は次のとおりです。
　　　貨物…平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
　　　乗用…平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
※４　税額③〜⑤は平成28年３月31日までに新車登録した車台で平成28年度分に限る。
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水
道
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

３
月
、
４
月
は
転
入
や
転
出
が

多
い
時
期
で
す
。
お
早
め
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
栓
手
続
き　
転
入
に
よ
り
、
新

し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

閉
栓
手
続
き　
転
出
に
よ
り
、
水

道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
、
ま

た
は
長
い
間
水
道
を
お
使
い
に
な

ら
な
い
と
き

両
方
の
手
続
き　
市
内
で
転
居
さ

れ
た
と
き

変
更
手
続
き　
水
道
使
用
者
の
氏

名
ま
た
は
、
住
所
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

※
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
水
道
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
過
料
等

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手

続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
水
道
料

金
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
水
道
部
業

務
課
内
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

▼
市
内
で
２
月
に
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
安
全

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
在
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
の
偽
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
購
入

者
に
偽
物
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
送
っ

た
り
、
商
品
を
送
付
せ
ず
代
金
を

だ
ま
し
取
る
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た

場
合
は
、
購
入
前
に
確
認
し
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

「
阿
南
風
景
百
選
」
写
真
集
販
売

　

阿
南
市
の
四
季
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
阿
南
風
景
百
選
」
写
真
集
を

発
売
し
ま
す
。
販
売
冊
数
は
３
０

０
冊
限

り
で
す
。

増
刷
の

予
定
は

ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

発
売
開
始
日　
３
月
１
日
㈫
か
ら

販
売
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

価
格　
１
冊
５
０
０
円

販
売
場
所　

商
工
観
光
労
政
課

（
市
役
所
新
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

戸
別
受
信
機
の

電
池
交
換
の
お
願
い

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

は
、
停
電
時
に
は
乾
電
池
で
作
動

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
池
の
消
耗
や
自
然
放
電
に
よ

る
電
圧
の
低
下
、
電
池
か
ら
の
液

漏
れ
に
よ
る
故
障
な
ど
で
放
送
が

受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

乾
電
池
の
定
期
交
換
（
年
１
回
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交 通
事 故

件　 数
死　 者
負 傷 者

198件
0人
33人

救 急 件　 数
搬送人員

292件
283人

火 災 件　 数
損 害 額

3件
45千円

●阿南署管内平成28年１月分。
●損害額は未確定分を含んでいません。

平
成
28
年
度
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
の
受
講
者
募
集

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労

青
少
年
（
学
生
は
除
く
）

登
録
費　
１
０
０
０
円（
年
間
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４

５
７
２
）
へ
（
受
付
時
間
は
平

日
午
後
１
時
～
８
時
）

講座・クラブ名 曜日 回数 時　　間

生 花 木 3 回 18:00～20:30

着 付 け 水 3 回 19:00～21:00

書 道 水 3 回 19:00～20:30

料 理 木 3 回 18:30～21:00

茶 道 火 2 回 19:00～21:00

英 会 話 木 3 回 19:30～20:30

ヨ ー ガ 火 2 回 19:30～21:00

フ ッ ト サ ル 木 2 回 20:00～22:00

バドミントン 火 毎週 20:00～22:00

バレーボール 水 2 回 20:00～22:00

卓 球 木 3 回 19:00～21:00

テ ニ ス 毎月 2 回 19:00～22:00

※上記以外にも短期講座やイベントに参加できます。

悩んでいる人に勇気をもって声をかけてみませんか。
～３月は「自殺対策強化月間」です～
気づき　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける。
傾聴　本人の気持ちを理解し、耳を傾ける。
つなぎ　早めに専門家に相談するよう促す。
見守り　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る。
どうか、あなたの大切な人・身近な人の心の声に耳を傾けてください。

平成26年の自殺者数（内閣府自殺者統計による）は全国では25,427人、徳島県
では161人、阿南市も毎年20人近い尊い命が自らの手で失われています。

問 保健センター（☎22−1590）、阿南保健所（☎28−9878）へ

測ってみませんか？あなたの…、家族の…「こころの体温」
携帯電話やパソコンを利用して気軽にメンタルヘルスチェックができる「こころ
の体温計」。心のストレス度や落ち込み度がチェックできるだけでなく、ストレ
スにあった相談機関を紹介しています。
※医学的な診断をするものではありません。結果
に関わらず、気になることがあるときは、専門機
関にご相談ください。
利用方法　阿南市ホームページ「保健センター・
こころの体温計」バナー（右記）または右記のＱＲ
コードから。利用料は無料。（通信料は自己負担）
問 保健センター（☎22−1590）へ ＱＲコード

広報あ な ん 2016.03　10



「あなん⇔東京」の架け橋

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ５

Vol. １

東 京アラカルト

ベースキャンプ機能（基地）
東京事務所は、国会議員や中央省庁への要望活動等がより効
果的に成果を上げられるよう、日ごろから関係機関との情報
収集や連絡調整を行っています。新たな医療体制を構築する
ための財源確保や地域高規格道路の整備促進、那賀川無堤地
区の堤防整備等のために、国に対して積極的に要望活動を重
ね、大きな成果が上がりつつあります。また、国の施策説明
会や他市東京事務所との交流活動に取り組んでいます。

プロモーション機能（発信）
阿南市の魅力を東京から発信するため、各種イベントに参加
し、関係課と一緒になって阿南市の特産品等のＰＲを行って
います。その一つ、都立木場公園で開催される江東区民まつ
りは、毎年40万人もの人出でにぎわっています。阿南市か
らも出店できるよう、「東京・阿南ふるさと会」の人脈を通
じて江東区に働きかけを行い、本年度からの出店が実現し、
たくさんの方に阿南市や特産物等のＰＲを行いました。

ふるさとネットワーク機能（交流）
東京事務所が呼びかけて、「東京・阿南ふるさと会」を設立し、
阿南市にゆかりのある人たちがお互いに交流し合える「ふる
さとネットワーク」の構築を支援しています。ホームページ
やフェイスブックでの情報共有、会員情報誌「たけのこ」の
発行をはじめ、年に一度、大同窓会「東京・阿南ふるさと光
流会」を開催。このふるさと会の人脈から、首都圏の企業や
大学との連携の輪が広がっています。
※本号折込みに、ふるさと会より「たけのこ」ＰＲ号が届いています。ぜひ、ご覧ください。

東京事務所は、東京都千代田区日比谷公園内の市政会館に平成24年から設置され、さまざまな
活動を展開しています。東京と阿南の架け橋、東京事務所の主な機能をご紹介します。
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桑
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成

　

桑
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
３
月
上
旬
に
長
生
地

区
、
桑
野
地
区
、
新
野
地
区
の
各

戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
は
、
徳
島
県
の
指
定
区

間
で
あ
る
新
野
町
（
安
行
橋
）
か

ら
長
生
町
（
長
生
橋
付
近
）
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
、
桑
野
川
浸
水

想
定
区
域
図
（
徳
島
県
公
表
）
を

基
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
で
は
、
桑
野
川
の
氾
濫

に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
や
浸
水
深
、

避
難
場
所
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
危
険
箇
所
を
表
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
情
報
・

避
難
情
報
の
伝
達
経
路
や
、
浸
水

想
定
に
即
し
た
避
難
行
動
の
心
得

等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
家
庭
や

地
域
で
避
難
場
所
や
経
路
等
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入

ま
た
は
、や
め
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方

な
ど
を
除
い
て
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
は
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
り

加
入
し
た
場
合

◎
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
場
合

◎
出
生
、
死
亡

◎
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

■
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
税
は
加
入
の
届
け
出
を
し
た

月
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の

間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－
１
１
１
８
）
へ

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

春季合宿
○関メディベースボール学院
　中学部
　５日㈯・６日㈰
　8:30～17:00

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム、あななんアリーナ

３月の日程

教　室　名
講師

開講日
（毎月）

定員
(人)

内　容　等

コ ー ラ ス
筒井長幸

第２・４日曜日
14:00～15:30

50
市内在住の女性ならどなたでも
参加いただけます。

編 み 物
斎藤千恵

第１・３日曜日
9:00～12:00

20
初心者の方も手作りのセーター
などに挑戦してみませんか。

茶　道（裏千家）
内村宗豊

　　（泰子）

第２・４水曜日
13:00～17:00

10 一椀のお茶で心静かなひととき
を。初心者の方も気軽に始めて
みませんか。第２・４土曜日

9:00～12:00
10

三 味 線
佐野接子

４回（金曜日）
19:00～21:30

10
初心者の方、挑戦してみません
か。お子さまも歓迎します。

草 木 染 め
岡本多恵子

第４月曜日
9:30～12:00

（12月は休み）
10

草木や藍で自然の色を染め、座
布団やクッション、スカーフ、
バッグを作りましょう。（初心者）

いけばな（華道）
米田久甫

　　（久子）

第１木曜日
18:00～21:00

15
四季の花を楽しく生ける体験を
してみませんか。お子さままた
は親子ペアも歓迎します。

●教養講座「草木染め教室作品展」
　日時　３月６日㈰　10:00～15:30
　場所　同センター２階　図書室・料理講習室
　内容　草木染めで染めたスカーフ、小物など１年間のいろい

ろな作品を展示します。もみじ染めも体験できます。

申込み・問い合わせは　勤労女性センター（☎44−5611）へ
※火曜日休館

●平成28年度教養講座受講生募集のご案内
受講料　年間1,000円　※教材費、実習費等が別途必要です。
申込締切日　３月18日㈮　※定員になり次第締め切ります。

勤労女性センターからのお知らせ

●教育長報告
①駅伝の応援・成人式についての感想・意見
②教職員の人事異動関係について
③服務規律の確保について
④市職員の臨時的任用面接審査について
⑤県教委・鳴門教育大学と連携した学校力・学力向上策

について
●阿南市立公民館分館規則の一部を改正する規則について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

１月定例会（１月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○トエック幼児フリースクールの手作り大好きお母さん
達の作品展＆写真展　１日㈫～13日㈰

○パステルの世界へようこそ　15日㈫～27日㈰
○東北～愛でつなぐ旅するパステルアート展in徳島　
　29日㈫～4月10日㈰
■体験コーナー

○楽しい書道体験　13日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】11日㈮　　【参加費】700円　
【定員】10人　　【持参物】なし
○アロマハンドトリートメント　お茶付き♪
　19日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】18日㈮　　【参加費】500円
【定員】８人　　【持参物】タオル

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ３月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
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人権教育や啓発活動の具体的な実践について研
究する「阿南市人権教育研究大会」が夢ホール
を主会場に行われ、680人が参加しました。講
演会では、講師の香川人権研究所の喜岡　淳さ
んが「身元調査など人権侵害をなくすためにも
本人通知制度に登録しよう」と訴えました。ま
た、午後からは６つの分科会に分かれ、人権問
題解決のための研究討議が行われました。

「人権教育研究大会」を開催2/6

中林海岸にクジラが漂着

中林海岸に体長約10メートルのマッコウクジ
ラが漂着しているのを地元住民が発見しました。
駆けつけた地元漁協や消防団などの懸命の救出
で沖へ誘導しましたが、翌朝、亀崎漁港の沖で
わかめの養殖綱に尾をからませているのを発見。
再度沖へ放つものの、再び中林海岸南の岩場に
漂着しているのを発見され、23 日死亡が確認
されました。

1/20

荘厳な雰囲気に包まれて
「平等寺本尊初会式」が再興される

四国八十八箇所霊場第22番札所の平等寺で、約
50年ぶりに本尊初会式が再興されました。新野
公民館から平等寺まで、着飾った子どもやお遍路
さんなどの行列が練り歩くと、周辺は荘厳な雰囲
気に包まれました。そのほか、中村園太夫座によ
る「式三番叟」やもち投げ、講演会、綱引き大会、
音楽奉納など多彩な催しが行われ、１日中多くの
来場者でにぎわいました。

1/16

あななんアリーナで
少年フットサル大会を開催

昨年７月にオープンしたあななんアリーナ（屋
内多目的施設）で、「第１回あななんカップ阿
南少年フットサル大会」が開催されました。市
内10チーム150人が参加。選手は、新しい施設
で気持ちよさそうにプレーしました。優勝した
羽ノ浦コスモスの川田理貴さん（12歳）は、「あ
ななんアリーナは走りやすく、パスが良くつな
がりました」と話していました。

1/23

ニュースオアシス
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あなん
カルチャー

会場一体となって奇跡を起こす感動の瞬間を、ぜひ親
子で体験してみてください。
日時　３月19日㈯　　１回目　10:30開演

２回目　13:30開演
場所　市民会館　　　　　
入場料　【全席指定】1,960円

※３歳以上有料。ただし、２歳以下でお席が
必要なお子さまは有料。

チケット販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センタ
ー店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、フ
ジグラン阿南店、アピカ

問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ しまじろうコンサート
　 「しまじろうとロボットのくに」チケット発売中！

●「阿南市の文化財 第２集」
平成11年度発刊「阿南市の文化財」の続編　　
価格　１冊1,000円

●「探訪ふるさと阿南」
広報あなんに掲載されている「ふるさと探訪」の連載
100回記念誌　
著者　湯浅良幸
価格　１冊500円

販売場所　文化振興課（文化会館内）、
　　　　　阿波公方・民俗資料館
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 「阿南市の文化財 第２集」
　 「探訪ふるさと阿南」～絶賛発売中～

明治大学マンドリン倶楽部の演奏会を存分にお楽しみ
ください。　　　　　　　　
日時　 ３月４日㈮　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　う～み
入場料　【全席自由】
　　　　2,500円（当日各500円増し）
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市

民会館、ミリカホール、平惣書店ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

日時　３月12日㈯　
　　　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
出演　山中雅博（テノール）
　　　増田敏子（ピアノ）
プログラム　宵待ち草、荒城の月、

オペラ「トスカ」より星
は光りぬ　ほか

入場料　500円（ワンドリンク付き）
仲良しチケット（２人以上：１人につき 400円）
は前売りのみの取扱い。電話予約できます。
※未就学児は入場無料

販売場所　文化会館
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

■ 夢ホール　ホワイエコンサート

セ
ン
タ
ー

科
学

特
別
観
望
会

「
部
分
日
食
観
察
会
」（
無
料
）

　
約
４
年
ぶ
り
に
見
ら
れ
る
日
食
の
観
察
会
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
太
陽
観
測
用
の
望
遠
鏡
を

数
種
類
使
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
３
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

※
阿
南
で
の
日
食
の
始
ま
り
は
午
前
10
時
２
分
、

日
食
の
最
大
は
午
前
10
時
55
分
、
日
食
の
終
わ

り
は
午
前
11
時
51
分
で
す
。

※
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
砲
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

日
時 

３
月
21
日
（
振
休
）　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
40
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
の
２
回
実
施
。

３
月
の
テ
ー
マ
「
今
夜
の
星
空
と
北
斗
七
星
」

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
良
く
見
え
る
「
北
斗
七

星
」
に
つ
い
て
、
伝
承
や
特
徴
な
ど
を
交
え
て

お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。（
４
月
24
日
㈰
ま
で
）

科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
28
年
度
「
科
学

セ
ン
タ
ー
友
の
会
」
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
会
す
る
と
、
毎
月
１
回
、
会
員
向
け
の
自

然
観
察
、
科
学
工
作
や
科
学
実
験
に
参
加
で
き

る
ほ
か
、
夏
と
秋
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
特
典

と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
夜
間

の
天
体
観
望
会
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入

会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

３
月
の
休
館
日　

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
22
日
㈫
、
28
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
一
）

藩
札

　

今
回
か
ら
何
回
か
に
分
け
て
「
阿
波
の

藩
札
」
を
書
く
。
そ
の
前
に
『
日
本
史
辞

典
』
に
書
か
れ
て
い
る
「
藩
札
」
を
紹
介

し
よ
う
。そ
れ
ぞ
れ
大
同
小
異
な
の
で『
日

本
史
広
辞
典
』（
山
川
出
版
社
）
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
筆
者
は
同
社
か
ら

『
徳
島
県
歴
史
散
歩
』
を
出
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
辞
典
は
よ
く
使
う
。

　

は
ん
さ
つ
（
藩
札
）
…
江
戸
時
代
、
諸

藩
で
発
行
し
た
紙
幣
。
金
札
・
銀
札
・
米べ

い

札さ
つ

な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
短
冊
形
の
厚
手

の
和
紙
に
印
刷
さ
れ
た
形
態
が
多
い
。
現

存
す
る
も
の
で
は
一
六
六
一
（
寛
文
元
）

年
の
福
井
藩
の
銀
札
が
最
初
で
発
行
例
は

二
四
四
藩
に
及
ぶ
。幕
府
は
一
七
〇
七（
宝

永
四
）
年
札
遺
い
を
禁
止
し
た
が
、
三
〇

（
享
保
一
五
）
年
に
解
禁
し
て
札
発
行
の

先
例
を
持
つ
藩
に
か
ぎ
り
こ
れ
を
認
め
、

の
ち
米
札
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
制
を
加

え
た
。
領
内
の
貨
幣
不
足
緩
和
や
専
売
実

施
と
関
連
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
藩
財
政

の
窮
乏
化
の
な
か
で
乱
発
さ
れ
た
兌だ

換か
ん

原

則
が
崩
れ
て
領
内
経
済
力
を
混
乱
さ
せ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
廃
藩
の
た
め
一
八
七

一
（
明
治
四
）
年
通
用
禁
止
と
な
り
、
七

九
年
ま
で
は
新
貨
と
交
換
さ
れ
た
。

　

は
ん
さ
つ
か
い
し
ょ
（
藩
札
会
所
）
…

江
戸
時
代
、
諸
藩
に
お
け
る
藩
札
の
発
行

機
関
。
藩
に
よ
っ
て
札
場
、
札
会
所
な
ど

様
々
な
名
称
が
あ
っ
た
が
、
札
発
行
と
並

行
し
て
専
売
制
を
実
施
し
た
藩
で
は
産
物

会
所
な
ど
の
専
売
品
統
制
機
関
が
藩
札
会

所
を
兼
ね
た
例
が
多
い
。
藩
の
勘
定
方
に

連
な
る
札
奉
行
の
監
督
下
で
領
内
有
力
者

か
商
人
が
札
元
と
な
っ
て
藩
札
の
発
行
や

金
銀
貨
と
の
交
換
を
行
う
の
が
一
般
的
形

態
で
あ
っ
た
。
城
下
町
に
設
置
さ
れ
た
ほ

か
交
通
の
要
衝
に
は
出
張
所
が
お
か
れ
た
。

　

筆
者
は
貨
幣
史
・
金
融
史
・
経
済
史
の

専
門
家
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
昭

和
三
十
一
年
九
月
二
十
日
、
徳
島
市
立
図

書
館
か
ら
『
阿
波
貨
幣
史
』（
Ａ
５
版
、

本
文
一
八
〇
ペ
ー
ジ
）
を
発
行
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　
『
阿
波
貨
幣
史
』の
前
に『
藩
札
の
研
究
』

『
阿
波
の
藩
札
』
を
発
行
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
本
が
鉄
谷
清
徳
島
市
立
図
書
館
長

の
目
に
止
ま
り
『
貨
幣
史
』
の
執
筆
依
頼

と
な
っ
た
。

　

鉄
谷
氏
は
東
京
帝
大
法
学
部
卒
で
元
経

済
関
係
の
国
家
公
務
員
で
筆
者
と
よ
く
ウ

マ
が
合
っ
た
。

　

自
分
の
こ
と
を
書
く
の
は
お
こ
が
ま
し

い
が
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
九

月
十
九
日
付
の
徳
島
新
聞
に
筆
者
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
部
分
を
拾
い
出

し
て
み
よ
う
。

　

連
載
「
阿
波
の
民
話
」
三
〇
〇
〇
回
に

到
達
。
世
に
埋
も
れ
た
る
歴
史
に
光

「
―
古
銭
収
集
が
高
じ
て
著
し
た
『
藩
札

の
研
究
』『
阿
波
貨
幣
史
』。
県
内
誰
も
手

掛
け
て
い
な
い
分
野
で
郷
土
史
家
の
重
鎮

飯
田
義
資
さ
ん
や
中
央
の
専
門
家
か
ら
絶

賛
さ
れ
、
日
本
貨
幣
協
会
評
議
員
に
迎
え

ら
れ
た
ほ
ど
。

　

そ
の
こ
ろ
『
徳
島
県
史
』
編
さ
ん
委
員

十
数
人
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。
六
〇
代
か

ら
八
〇
代
が
占
め
た
中
、
た
だ
一
人
二
〇

代
、
得
意
の
金
融
史
を
任
さ
れ
た
」

　
『
徳
島
県
史
』
で
は
貨
幣
史
と
金
融
史

は
筆
者
一
人
で
書
い
た
の
は
事
実
だ
が
、

そ
れ
ま
で
に
「
藩
札
」
や
「
民
話
」「
民
俗
」

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
発
表
し
て
い
た
か
ら

先
輩
の
目
に
止
ま
っ
た
だ
け
の
事
で
あ
る
。

　

次
号
か
ら
『
阿
波
貨
幣
史
』
を
参
考
に

し
て
書
く
こ
と
に
し
よ
う
。　
（
つ
づ
く
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

110

阿波貨幣史
※筆者提供

15　広報あ な ん 2016.03



気
遣
う
よ
う
に
た
く
さ
ん
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
両
親
、
祖
父
母

は
そ
ば
に
い
て
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
夫
と
も
た
く
さ
ん
の

話
を
し
、
お
互
い
の
大
切
さ
に
つ

い
て
何
度
も
何
度
も
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
落
ち
込
ん
で
い
て
も
何
も
変

わ
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

家
族
の
た
め
強
く
な
ろ
う
。
元
気

で
い
よ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
今
、
私
に
と
っ
て
一

日
一
日
が
大
切
な
か
け
が
え
の
な

い
時
間
で
す
。

　

正
直
に
言
う

と
、
今
で
も
後

ろ
向
き
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と

は
何
度
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん

な
時
は
私
の
大

好
き
な
人
の
言

葉
、「
今
を
生
き
る
～seize the 

day

～
」
を
思
い
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、

前
を
見
な
が
ら
進
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

過
去
か
ら
学
び
、
今
を
生
き
、

未
来
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
福
井
千
賀

子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

	

吉
形　

和
恵

夕
立
の
置
き
忘
れ
し
や
虹
の
橋
切
な
き
色
と
十
六
の

夏佳
作　
　
　
　
　
　

	

森　

ゆ
き
子

い
た
だ
き
し
秋
ナ
ス
の
色
艶
め
き
て
娶め

と

ら
ぬ
息
子
勇

ん
で
食
す

佳
作　
　
　
　
　
　

	

黒
部　

君
代

夕
焼
け
に
夏
の
終
り
の
気
配
し
て
秋
の
畑
の
種
を
選

り
ゆ
く

佳
作　
　
　
　
　
　

	

棚
野　

久
子

「
欠
点
も
愛
し
く
思
う
」
一
周
忌
迎
え
て
女ひ

と

は
つ
ぶ

や
い
て
泣
く

佳
作　
　
　
　
　
　

	

長
尾　

久
子

彼
岸
花
二
カ
月
前
に
逝
き
し
甥
墓
へ
の
道
を
照
ら
す

ご
と
く
に

佳
作　
　
　
　
　
　

	

吉
永
賀
代
子

氷
入
れ
梅
酒
注
げ
ば
パ
チ
パ
チ
と
拒
絶
し
な
が
ら
己

を
溶
か
す

佳
作　
　
　
　
　
　

	

神
原　

常
経

巡
り
来
る
八
月
父
の
酔
ひ
給
ひ
さ
び
さ
び
唄
う
兵
の

日
の
歌

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

神
原　

鹿
山

爪
立
ち
て
大
吉
結
ぶ
初
詣

　

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
結
婚

し
、
３
人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
、

自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
穏
や
か
に

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、昨
年
「
夫
の
病
気
」

と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
医

師
か
ら
病
気
に

つ
い
て
告
げ
ら

れ
た
時
の
こ
と

は
今
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て

い
ま
す
。
弱
か

っ
た
私
は
そ
の

こ
と
を
受
け
止
め
ら
れ
ず
落
ち
込

ん
で
、
周
り
の
人
や
夫
自
身
に
も

ず
い
ぶ
ん
迷
惑
と
心
配
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
に
な
り
、
よ
う
や

く
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
落
ち
込
む

私
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
た
の
は
家

族
で
し
た
。
13
歳
の
長
男
は
何
が

あ
っ
て
も
明
る
く
前
向
き
で
、
10

歳
の
次
男
は
優
し
く
癒
や
し
て
く

れ
、
８
歳
の
長
女
は
幼
い
な
が
ら

　
　

谷
脇　

春
代

数
の
子
や
我
に
子
一
人
嫁
ぎ
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

柳
史

透
析
に
耐
え
寒
に
耐
え
生
き
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

島
女

火
の
用
心
深
き
闇
へ
と
遠
ざ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

朝
子

千
代
の
春
申
の
諺
ま
た
良
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　

晴
義

弾
初
は
東
京
国
立
小
劇
場

佐
野　

極
童

飛
梅
の
は
や
も
咲
き
し
と
天
満
宮

奥
田　

壮
老

若
菜
つ
む
父
母
へ
夕
餉
の
魚
鼓
を
撞
く

松
村
み
ど
り

山
住
い
氷
柱
の
下
が
る
筧
水

岡
久　

玲
子

初
み
く
じ
雨
の
あ
た
ら
ぬ
樹
に
結
い
ぬ

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

	

佐
野　

智
子

十
年
の
先
を
見
据
え
て
樹
を
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

縫
う
よ
り
も
手
間
ひ
ま
掛
か
る
糸
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

靴
脱
い
だ
時
か
ら
立
場
逆
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

良
い
人
を
演
じ
ス
ト
レ
ス
抱
え
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

正
章

法ほ

螺ら

吹
き
も
愛
嬌
と
し
て
憎
め
な
い

498

市
民
文
芸

今
を
生
き
る

上中町
多喜田真澄さん
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Let’s e
njoy

としょかんライフ

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  3日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

11日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

17日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
18日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市立図書館だより
３月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は13日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

図書館に読みたい本がない時…

○貸出中の図書は予約できます。図書館ホームページから、
インターネット予約も可能です。

○阿南市立図書館に所蔵していない本は、他の図書館から取
り寄せたり、購入するなどして、できる限りご提供します。

○予約・リクエストのお申し込みは、図書館カウンター、電
話、ファックスで受け付けています。お気軽にお問い合わ
せください。

ご利用ください！

予約・リクエストサービス

移動図書館車「ひまわり号」３月の巡回日程

１．火花	 又吉　直樹	 文藝春秋
２．ラプラスの魔女	 東野　圭吾	 KADOKAWA
３．サラバ！（上）（下）	 西　加奈子	 小学館
４．人魚の眠る家	 東野　圭吾	 幻冬舎
５．悲嘆の門（上）（下）	 宮部みゆき	 毎日新聞社

2015年　予約が多かった本　BEST５
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座 
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でワードの基本操作を学びます。短期
集中でワードのパソコンスキルを身に付け
たい方にはぴったりの講座です。また予約
制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳の無業の

方　※学生不可
日時　3月15日㈫・16日㈬
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル1階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　５人　　受講料　無料
申込締切日　３月14日㈪
※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

第24回新野高校クリーン
ウオークラリー参加者募集
高校生と一緒に遍路道の清掃活動をしませ
んか。雨天の場合は中止します。
日時　３月18日㈮　8:45～12:30
　　　（集合　8:30までに新野高校）
場所　新野町から福井町にぬける遍路道
持参物　飲み物、タオル
※運動のできる服装でお越しください。
問 新野高等学校　特別活動課　青木
　 （☎36－3215）へ

カタツムリの自然観察と
辰砂遺跡見学参加者募集
加茂谷に生息する希少カタツムリの自然観
察と辰砂採掘の若杉山遺跡見学に参加しま
せんか。専門家が解説します。
日時　3月21日（振休）8:30～受付、9:00

出発、11:30現地解散（雨天中止）
集合場所　旧大井小学校（大井町）
ルート　大井町～水井橋～水井町若杉の林

道を歩く。片道約２㎞（45分）
定員　先着30人　※要申込
参加費　無料
※歩きやすい服装、滑りにくい靴でご参加
ください。
※万が一の事故（応急処置以外）の責任は
負いません。

主催　加茂谷元気なまちづくり会
問 加茂谷公民館（☎25－0113）、
　 直通（☎090－3187－7640）へ

春休みバウンドテニス教室
参加者募集
対象　小学生以上の方ならどなたでも
　　　※小学３年生以下は保護者同伴
日程　３月25日㈮、30日㈬、
　　　４月１日㈮、６日㈬（全４回）
　　　※４月分の日程については予定
　　　10:00～12:00（9:50集合）
※できるだけ4日間通してご参加ください。
場所　スポーツ総合センター
　　　（サンアリーナ）
定員　20人程度（先着順）
参加費　４回400円（保険料）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
申込方法　３月22日㈫までに氏名、年齢

（学年）、電話番号を記入のうえ、
はがきまたはファクシミリでお
申し込みください。

問 〒774‐0042　横見町高川原101番地1
　 阿南市バウンドテニス協会事務局　戸井
　 （☎・FAX49－1785）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　▶ＣＡＤ機械科（６カ月）
　　　　　　▶住環境計画科（６カ月）
訓練期間　５月６日㈮～10月28日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申し込みを

している方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　３月１日㈫～４月４日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

春のわくわく
キッズキャンプ
４月「春のわいわい
ピクニック！」
ピクニックやワカメ狩りなど盛りだくさん
の内容です。
対象　小学生の方（新1年生～6年生）
日程　4月2日㈯～3日㈰（1泊2日）
場所　YMCA阿南国際海洋センター
参加費　
①現地集合・解散　11,340円
②道の駅なかがわ集合・解散　12,420円
定員　25人程度
申込方法　電話でお申し込みください。
申込期間　３月１日㈫～定員に達するまで
※野外での活動が中心になりますので、十
分な防寒、動きやすい服装でお越しくだ
さい。
問 YMCA阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

富岡西高校吹奏楽部
第17回定期演奏会
日時　３月28日㈪  18:30開演（18:00開場）
場所　夢ホール（文化会館）
内容　2016 年度吹奏楽コンクール課題曲、

コンサートマーチ ｢アルセナール｣、
富西メドレーなど

入場料　300円
問 富岡西高校（☎22－0041）へ

試　験　情　報
受付期間 ３月１日㈫～５月６日㈮ 

資格
一　般

22歳以上26歳未満　
修士課程修了者（見込含）は28歳未満

歯　科 20歳以上30歳未満かつ専門の大学卒業者（見込含）
薬剤科 20歳以上28歳未満かつ専門の大学卒業者（見込含）

試験
１次試験 ５月14日㈯　松茂町海上自衛隊基地
２次試験 ６月14日㈫～17日㈮のうち、指定日および指定場所

試験
内容

１次試験 筆記試験（一般教養、専門）
２次試験 小論文試験、口述試験、身体検査

合格
発表

１　次 ６月３日㈮
最　終 ８月５日㈮

そ　の　他
身　分 特別職国家公務員

待　遇
入校後、約１年間の教育で３等陸・海・空尉
薬剤科、院卒者試験合格者は２等陸・海・空尉
歯科は約６週間の教育で２等陸・海・空尉へ

入　校 平成29年３月下旬～４月上旬頃予定
その他 他企業・他公務員試験等と併願も可能です。

資料請求、手続きの要領、試験内容についての相談など、
くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　
自衛隊阿南地域事務所（☎22−6981）へ

自衛隊一般・歯科・薬剤科幹部候補生を募集します
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。５月号の締め切りは３月31日㈭です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　３月12日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
 　土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

ベビー
マッサージ
教室
赤ちゃんとふれあって、楽しくコミュニケ
ーションをとりましょう！
対象　０～２歳の親子５組
日時　３月９日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳も可）
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24‐－8710）へ

阿南少年剣道教室
少年少女剣士募集
見学大歓迎！体験入部できます。お気軽に
お問い合わせください。
対象　幼稚園年長以上の方
　　　※学年、性別は問いません。
練習日程　毎週火、金曜日　
　　　　　19:00～21:00
場所　武道館（大潟町）
費用　１カ月2,000円
　　　※入会金2,000円
指導者　剣道連盟阿南支部の先生方
問 阿南少年剣道教室　館長　須藤
　 （☎090－8975－2660）へ

ご存知ですか
中小企業退職金共済制度
中小企業退職金共済制度は、
・国の制度だから安心
・掛金は全額非課税
・社外積立で管理も簡単
※くわしくは、ホームページをご覧ください。
問 （独）勤労者退職金共済機構
　 中小企業退職金共済事業本部
　 （☎03－6907－1234）へ
　 http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

在住外国人のための日本語教室
日時　４月３日㈰～９月18日㈰
　　　毎週日曜日　9:00～11:30
場所　富岡公民館
教材　「みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ」
　　　（各2,700円税込）を各自で準備
申込方法　電話または電子メールでお申し

込みください。
※日本語指導ボランティアを同時に募集し
ます。
※スペイン語、中国語、英語教室も開催し
ています。
問 阿南市国際交流協会
　 （☎44－6652）へ
 　himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

第17回　こころの健康電話相談
心にかかわる心配事のある人なら、どなた
でもご相談いただけます。経験豊かな臨床
心理士がお話をおうかがいします。
日時　３月６日㈰　9:00 ～ 17:00
電話番号　088－687－6623
内容　心にかかわる心配事（仕事、学校、

家庭など）の相談
※相談は無料ですが、通話料がかかります。
問 徳島県臨床心理士会事務局
　 （☎088－687－6317）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　３月26日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
どについて

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 支部長　花野（☎26－1157）へ

淡島祭
日時　３月13日㈰　10:00～14:00
場所　淡島学園（西路見町）
内容　▶アトラクション（ジャズダンス）

10:00～10:30
▶即売会（手芸品・野菜・果物・練
り物・干物・花苗など）10:30～
▶ゲームコーナー（輪投げ）10:30～
▶抽選会11:30～
▶不用品バザー13:00～

※気軽に食べていただけるものを用意して
います。

※雨天決行
問 淡島学園（☎22－0379）へ

「八坂八浜」を歩こう
日程　３月26日㈯　※少雨決行
集合　11:40　牟岐駅前
　　　コース説明等終了後、出発
解散　15:30頃　浅川駅前
　　　上りのJRで帰ります。
コース　牟岐駅～内妻海岸～鯖大師～大砂

海水浴場～浅川駅（約10キロ）
参加費　300円（阿南歩こう会会員200円、

小学生以下無料）
持参物　弁当、飲み物、健康保険証、雨具

など
※歩きやすい服装、滑りにくい靴でご参加
ください。

※万一の事故には、傷害保険（主催者加
入）の範囲内および応急処置以外の責任
は負いません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

楽しい英会話教室受講生募集
やさしい初歩の英会話をみんなで楽しく学
習しませんか。見学も受け付けしています。
日程　毎月第２・４火曜日
　　　14:00～16:00
場所　ひまわり会館
※年間諸経費が必要です。くわしくは、お
問い合わせください。
問 楽しい英会話教室　松田
　 （☎090－8284－1743）へ

ドキュメンタリー
映画「蔦監督」 
高校野球を変えた
男の真実

甲子園で伝説となった
池田高校・蔦 文也が映画でよみがえる！
日時　３月13日㈰　①10:00～②14:00～
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　無料
問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

阿波路探求 
徳島ワンデーウオーク

「平等寺・轟神社」

日程　３月13日㈰　※小雨決行
集合　9:30　新野駅前
コース　▶５キロコース、▶ 10キロコー

ス（音坊山山頂へ登り、大根峠か
ら遍路道を下ります）

※10キロコースに参加の方は弁当を持参
してください。

参加料　600円（会員300円）
持参物　飲み物、健康保険証、雨具、杖な

ど
主催　NPO法人徳島県ウオーキング協会
問 羽っぴい歩こう会　西田
　 （☎23－1585）へ
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く

し
ま
〝
あ
い
〟
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

会員相互の
親睦をはかるイベントや
ウオーキング大会等も

年間数回
開催しています。

プ ロ グ ラ ム 名 対　　　象 日　　　時 場　　　所 活動費（月額）

ス
ク
ー
ル
タ
イ
プ
（
専
門
の
指
導
者
の
指
導)

ＨＡＴＨＡ（ハタ）ヨガ どなたでも 毎週月曜日	 18:30～19:45 那賀川公民館平島分館 6ヵ月10,000円

エ ン ジ ョ イ ビ ク ス どなたでも 毎週月曜日	 20:00～21:00 那賀川公民館平島分館 6ヵ月10,000円

健 康 エ ク サ サ イ ズ どなたでも 毎週月曜日	 10:30～12:00 那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 　2,000円

太 極 拳 どなたでも 毎月第１・第３火曜日
10:00～11:00

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ   １,000円

格闘技エクササイズ
（カーディオキック）

どなたでも 毎週水曜日	 19:30～20:30 那賀川公民館平島分館 　2,000円

空 手 道 小学１年生
～一般男女 毎週木曜日	 19:30～21:00 那賀川公民館平島分館 　2,000円

ヨ ー ガ 体 操 どなたでも 毎週土曜日	 15:00～16:30 那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

　2,000円
（6ヵ月10,000 円）

ハワイアンダンス（フラ） どなたでも 毎月第１・第３土曜日
13:30～14:30

那賀川スポーツセンター
第１会議室 ６ヵ月6,000円

サ
ー
ク
ル
タ
イ
プ（
自
由
に
仲
間
と
活
動
）

バ ド ミ ン ト ン どなたでも 毎週金曜日
20:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
メインアリーナ 500円

ジュニアバドミントン 小学生男女 毎週金曜日
20:00〜21:00

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 500円

卓 球 どなたでも

Ａコース　毎週火曜日
19:00〜21:50

Ｂコース　毎週土曜日
18:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 500円

ソ フ ト バ レ ー 一般男女

毎週月曜日
（都合により火曜日になる

場合がある）
20:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
メインアリーナ 500円

申込み・問い合わせは
那賀川スポーツセンター

（☎42−0390）へ
※10：00〜17：00　水曜日は休館日
（水曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■入会金 （円）
区　　　分 １歳以上 小・中学生 高校生 大　人 65歳以上

新
規

個　　　人 1,300 2,300 3,850 4,350 3,700
グループ・
ファミリー 800 1,800 3,350 3,850 3,200

継　　　続 800 1,300 2,850 3,350 2,700
※スポーツ安全保険料（中学生以下800円、高校生・大人1,850円、65歳

以上1,200円）が含まれています。

活動期間　４月１日㈮〜平成29年３月31日㈮
申込期間　３月８日㈫から随時受付
申込方法　申込用紙（那賀川スポーツセンター備え付け）にてお申し込みください。

総合型地域
スポーツ
クラブ

Rex なかがわ
平成28年度 会員募集のご案内
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３月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  1日㈫　うれしいひなまつり
  9日㈬　園庭開放
10日㈭　大きくなったね　巣立ちの会
17日㈭　おはなしのポケット・身体計測
24日㈭　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  1日㈫　おひなさま飾りを作ろう
  8日㈫　おはなしだいすき
15日㈫　お誕生会
17日㈭　子育て講座
22日㈫　みんなであそぼう

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  1日㈫　ひなまつり会
  8日㈫　おはなしのポケット
15日㈫　お誕生会
22日㈫　子育て講座

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  4日㈮　人形劇「お子さまランチ」
  8日㈫　お別れ会
15日㈫　お誕生会
22日㈫　おはなしを聞こう

◇うたって遊ぼう　
　1日㈫、11日㈮、18日㈮、25日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

★4月からの入園・入学
に備えて、必要な予防
接種を済ませましょう。
★母子健康手帳等で確認し、接種忘れのな
いようにしましょう。
★ＭＲ第２期の接種は済んでいますか。
　接種期間は平成28年３月31日までです。

問 保健センター（☎22－1590）へ

３月１日～７日は
「子ども予防接種
週間」です

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  9日㈬　桑野公民館
　　　16日㈬　加茂谷公民館
　　　23日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈫、８日㈫、11日㈮、15日㈫、25日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

（※＝要予約）
  1日㈫　おひなさま制作
  2日㈬　ミュージックケアー乳児※
  3日㈭　よもぎ団子作り・おひなさま祭り※
  4日㈮　高齢者とのふれあい会※
  7日㈪　井村雄三先生の

「移動木のおもちゃ館」※
10日㈭　お誕生会
14日㈪　発育計測・健康相談
16日㈬　巣立ちの会※
18日㈮　ミュージックケアー幼児※
22日㈫　発育計測
23日㈬　デジカメレッスン

「おうち撮影の基本編」
25日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。

※３月30日㈬～４月１日㈮は臨時休園。
　４月４日㈪から開園となります。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

●寒川先生の子育て相談会
日頃の悩みや気になることなど何でも気軽
に相談してみませんか。お子さまと一緒に
参加できます。全体会の後、個別相談もで
きます。
日時　３月16日㈬　13:00～15:00
場所　阿南市社会福祉会館 5階
講師　徳島文理大学名誉教授
　　　児童臨床心理士　寒川伊佐男さん
参加費　無料
申込締切日　３月15日㈫
●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
による計測も行っています。
日時　３月24日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　（☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

日時　３月12日㈯　14:00～
内容　あななんとビンゴゲーム
※先着100人の方に阿南の特産品をプレゼ
ント（10:00～）

【３月の休館日】
７日㈪、14日㈪、22日㈫、28日㈪
問 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎21－3030）へ

かもだ岬温泉「春のイベント」

今年度最後の集団検診です。
実施日　３月8日㈫
受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
内容　乳がん：午前は満員（要予約／保健

センターへ）、骨粗しょう症検診
対象　乳がん検診：40歳以上女性
　　　骨粗しょう症検診：20歳以上女性
持参物　がん検診等受診券、健康保険等被

保険者証、自己負担金、健康手帳
自己負担金　乳がん検診：1,000円
　　　　　　骨粗しょう症検診：800円
問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の臨時婦人がん検診

 献血にご協力ください（３月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

18日㈮
阿 南 警 察 署 富岡町 9:20〜10:20

阿南生コンク
リート工業㈱ 宝田町 15:00〜16:30

27日㈰ ア ピ カ 西路見町 14:00〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

阿波踊り体操教室
日時　３月17日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
してみませんか！
阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

●閉所のお知らせ
　期間　３月26日㈯～４月７日㈭

て ひ ろば育子
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２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と
し
て
採
用

さ
れ
る
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
。
徳
島
県
で
は
、

２
０
１
３
年
に
県
内
初
の
女
子
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
と
し
て
「
徳
島
セ
ブ
ン
フ
ェ
ア

リ
ー
ズ
」
が
結
成
さ
れ
、
山
中
さ
ん
は
そ

の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
る
。

加
え
て
２
年
連
続
で
徳
島
県
ラ
グ
ビ
ー
優

秀
選
手
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
実
力
も
折

り
紙
つ
き
だ
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ス
タ
ン
ド

オ
フ
（
Ｓ
Ｏ
）。
自
陣
ゴ
ー
ル
の
近
く
に

位
置
を
と
る
バ
ッ
ク
ス
（
Ｂ
Ｋ
）
の
な
か

で
も
、
相
手
ゴ
ー
ル
へ
ボ
ー
ル
を
進
め
て

得
点
に
つ
な
げ
る
た
め
の
司
令
塔
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
持
ち
味
は
正
確
な
キ
ッ

ク
力
と
、
相
手
が
向
か
っ
て
き
て
も
簡
単

に
は
倒
れ
な
い
体
幹
の
強
さ
。
監
督
を
務

め
る
父
、
一
剛
さ
ん
の
も
と
、
県
内
各
地

の
中
学
や
高
校
か
ら
集
ま
っ
た
14
人
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に
、
鳴
門
高
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
日
々
練
習
に
汗
を
流
し
て

い
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
趣
味
が
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
。

大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
で
活
躍
し
、
現
在
も
徳

島
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
で
委
員
を
務
め
る
父

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
高
校
１
年
生
の

と
き
に
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
が
結
成
さ
れ
る
と
、

そ
の
１
期
生
と
し
て
加
入
。
選
手
と
し
て

は
全
く
の
初
心
者
で
の
挑
戦
だ
っ
た
た
め
、

最
初
は
対
戦
相
手
の
迫
力
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
の
空
気
感
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
。「
一

番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
人
に
向
か
っ
て

タ
ッ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

ど
れ
だ
け
練
習
し
て
も
恐
怖
心
が
な
く
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
そ
の
頃
を
振
り
返

る
。
精
一
杯
練
習
し
て
臨
ん
だ
初
試
合
で

は
、
男
子
小
学
生
の
チ
ー
ム
相
手
に
大
敗

す
る
と
い
う
悔
し
い
経
験
も
し
た
。
し
か

し
タ
ッ
ク
ル
や
走
り
こ
み
な
ど
の
基
礎
練

習
や
試
合
経
験
を
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
る

こ
と
で
壁
を
克
服
。
持
ち
前
の
度
胸
と
粘

り
強
さ
で
チ
ー
ム
の
中
心
的
選
手
へ
と
成

長
し
て
い
っ
た
。

　
「
ラ
グ
ビ
ー
の
最
大
の
魅
力
は
チ
ー
ム

メ
イ
ト
と
協
力
し
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
つ
な

い
で
い
く
と
こ
ろ
。
団
結
感
を
感
じ
ら
れ

る
の
で
、
プ
レ
ー
し
て
い
て
す
ご
く
楽
し

い
ん
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
山
中
さ
ん
。

地
道
な
体
力
づ
く
り
や
基
礎
練
習
を
頑
張

れ
る
の
は
、
ラ
グ
ビ
ー
が
好
き
だ
と
い
う

こ
と
に
加
え
、
一
緒
に
取
り
組
む
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
お
か
げ
だ
。
ま
た
、
県
外
遠
征

や
大
会
で
は
同
世
代
の
選
手
と
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
徳
島
県
の
ラ
グ
ビ
ー
は
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
。
県
外
の
い
ろ
ん
な
選
手
と
交
流

す
る
こ
と
で
高
い
レ
ベ
ル
の
技
術
を
肌
で

感
じ
ら
れ
る
し
、
自
分
の
弱
点
を
見
つ
め

直
す
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
愛
媛
ラ

ガ
ー
ル
（
愛
媛
県
）
は
同
じ
四
国
の
チ
ー

ム
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
の

永
遠
の
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
ま
す
」

　

フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
は
結
成
３
年
目
。
昨
年
は

県
女
子
ラ
グ
ビ
ー
で
初
め
て
、
四
国
代
表
と

し
て
「
第
４
回
全
国
高
校
選
抜
女
子
セ
ブ
ン

ズ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
」
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。

次
の
目
標
は
県
代
表
で
国
体
に
出
場
す
る
こ

と
。「
個
々
の
技
術
を
磨
い
て
、
チ
ー
ム
の

レ
ベ
ル
を
も
っ
と
も
っ
と
上
げ
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
目
の
前
の
練
習
や
試
合
に
一
つ
一

つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　

４
月
か
ら
は
大
学
生
に
な
る
。
練
習
や
試

合
を
制
限
し
て
い
た
受
験
期
間
を
経
て
、
よ

り
新
鮮
な
気
持
ち
で
ラ
グ
ビ
ー
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
受
験
期
間
中
は
ラ
グ

ビ
ー
が
し
た
く
て
体
が
そ
わ
そ
わ
し
て
い
ま

し
た
」
と
話
す
。
進
学
予
定
の
徳
島
大
学
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
身
体
の
こ
と
を
専
門
的
に

学
ぶ
予
定
だ
。「
将
来
は
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本

代
表
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
で
す
。
選
手

と
し
て
上
を
め
ざ
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人

に
教
え
た
り
人
を
支
え
た
り
す
る
こ
と
も
好

き
な
の
で
、
コ
ー
チ
も
良
い
で
す
ね
」
と
目

を
輝
か
せ
た
。

徳
島
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
先
駆
け
と
し
て
活
躍

輝く

阿南人

富岡東高等学校３年。県内初の７人制女子ラグビーチーム「徳島セブ
ンフェアリーズ」のキャプテンで、チームのまとめ役。２年連続で徳
島県ラグビー優秀選手に選出される。ポジションはスタンドオフ（Ｓ
Ｏ）。好きな食べ物はグラタン。休日は料理や映画鑑賞などを楽しむ。
尊敬する選手はラグビー日本代表キャプテンのリーチ・マイケルさん。
座右の銘は「好きなものこそ上手なれ」。

Profile　
やまなか みゆ （18歳・畭町）

山
中  

み
ゆ
さ
ん

Miyu Yamanaka

試合で活躍する山中さん
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは

6日 馬 原 医 院 新 野 町 ☎36−3339

13日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

20日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343

21日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

27日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

３月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設３月の休館日

スポーツ総合センター（温水プール） 7・14・22・28 日

那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30 日

羽ノ浦総合国民体育館 7・14・22・28 日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・22・28 日

県南部健康運動公園 1・8・15・22・29 日

３月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬、16日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、２月14日にひまわり会館で行われた「災害ボランティア養成講座」のようす。応急手当で使う三角巾の作り方
を学んでいます。各方面で取り組まれている命を守る防災活動。地域や世代など垣根を越えた取組となっていました。（谷内）
少しずつ暖かくなり、あちらこちらで梅のつぼみがほころぶ季節になりました。県南最大の梅の名所、長生町の「明谷梅林」で
も約4,000本もの梅が花を咲かせています。山々に囲まれ、見渡す限り一面を白やピンク色が彩る景色は、訪れる人の心を癒し
てくれます。（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

３月の相談

法律相談（要予約）	 ３日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 ８日㈫、22日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 25日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ９日㈬
時 13:30～16:00　所 大野公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 22日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ７日㈪、14日㈪、28日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 １・８・15・22・29日　時 13:00～17:00
日 11・25日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 ３日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※４月の相談日はありません。

３月の市税

市税の納め忘れはありませんか？今一度確認をお願いします。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  27日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

人口と世帯数

人口 75,568人 （−89）
（男）36,550人 （−45）
（女）39,018人 （−44）

世帯数 30,570世帯（−3）

※平成28年１月末日現在
　カッコ内は前月対比
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鳥
や
獣
の
害
か
ら
農
作
物
を
守
っ
て
豊
作
を

祝
う
「
亥
の
子
行
事
」
が
、
長
生
公
民
館
で
行

わ
れ
て
い
る
。
由
来
は
旧
暦
10
月
の「
亥
の
日
」

に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ホ
テ
」
と
呼
ば
れ
る
棒

状
の
わ
ら
を
手
に
家
を
回
り
、
戸
口
を
た
た
い

て
は
餅
を
も
ら
っ
た
と
い
う
も
の
。
一
度
は
廃

れ
て
し
ま
っ
た
風
習
を
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
復
活
し
た
。今
や「
お

い
の
こ
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
、
長
生
町
の

秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
25
日
、
公
民
館
前
に
は
米
や
大
根
、

魚
な
ど
が
飾
ら
れ
、
地
域
の
婦
人
会
や
セ
ニ
ヤ

ク
ラ
ブ
、
長
生
保
育
所
の
園
児
な
ど
約
１
４
０

人
が
集
ま
っ
た
。
園
児
が
輪
に
な
り
「
お
い
の

こ
さ
ん
の
う
た
」
を
歌
い
な
が
ら
、
ホ
テ
を
地

面
に
た
た
き
つ
け
て
豊
作
を
祝
う
。
そ
の
後
、

今
で
は
珍
し
い
石
臼
と
き
ね
を
使
い
、
参
加
者

み
ん
な
で
餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち

は
地
域
の
お
年
寄
り
と
一
緒
に
餅
を
食
べ
た
り
、

肩
た
た
き
を
し
て
あ
げ
た
り
と
、
う
れ
し
そ
う

に
交
流
し
て
い
た
。

　

主
催
す
る
長
生
婦
人
会
の
池
添
三
枝
子
会
長

（
64
歳
）
は
、「
行
事
そ
の
も
の
を
受
け
継
ぐ
だ

け
で
な
く
、
毎
年
新
た
な
要
素
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
。
今
年
は
子
ど
も
た

ち
が
抹
茶
を
た
て
て
餅
と
一
緒
に
振
る
舞
っ
た
。

「
毎
年
趣
向
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
参
加
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
し
、
伝
統
と
新
鮮
さ
の
両
方

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し

た
昔
な
が
ら
の
風
習
は
、
誰
か
が
伝
え
な
け
れ

ば
途
絶
え
て
し
ま
う
。
子
ど
も
た
ち
に
は
未
来

の
世
代
へ
と
大
切
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
願
い
を
込
め
る
。

　

県
内
で
残
っ
て
い
る
地
域
は
数
少
な
く
な
っ

た
「
お
い
の
こ
さ
ん
」。
長
生
町
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
統
行
事
を
伝
え
る
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
離
れ
た
世
代
が
交
流
で
き
る
貴
重
な

場
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
と
と

も
に
少
し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
、
大
人
か
ら

子
ど
も
た
ち
へ
、
そ
し
て
そ
の
次
の
世
代
へ
と

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
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ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第116回

長生町で受け継がれる「おいのこさん」

お
い
の
こ
さ
ん
の
う
た

亥
の
子
　
亥
の
子

今
夜
の
亥
の
子

餅
搗
（
つ
）
い
た
家
は

金
の
柱
で
蔵
建
て
て

小
判
で
葺
（
ふ
）
い
て

豊
作
じ
ゃ
　
満
作
じ
ゃ

豊
作
じ
ゃ
　
満
作
じ
ゃ


